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　稚内港、鴛泊港、香深港と併せ、利尻・礼文航路を
有する全てのフェリーターミナルでバリアフリー化の
整備が完成したことにより、沓形港においても建設当
初の目的である「島民と観光客のふれあいの場」とし
て更なる発展がなされ、今後の宗谷地域の活性化に繋
がることを期待しております。

ターミナルとボーディングブリッジ ボーディングブリッジ利用状況

フェリー接続状況

席され、フェリーを介しての地域間交流は有益である
ことから、関係者による地域間ワーキンググループの
設立が提案されました。会議の終わりには、議定書が
承認され、稚内とコルサコフは今後も継続して情報交
換、意見交換をすること、2016 年は稚内市で同会議
を開催することで合意しました。

定期航路利用促進会議の様子

　7 月 21 日から 26 日にかけて、ロシア連邦サハリン
州ユジノサハリンスク市及び沿海地方ウラジオストク
市に出張してきました。
　7 月 22 日は、ユジノサハリンスク市で「日ロフェリー
利用促進合同会議及び稚内・コルサコフ定期航路利用
促進合同会議」が開催されました。会議では、サハリ
ン側から新フェリーターミナル計画の進捗や稚内～コ
ルサコフの定期フェリーの必要性が報告され、運航継
続を希望し、サハリンとしても航路継続に向けた協力
をするとの発言がありました。稚内側からは、定期航
路の運航状況と航路継続と利用促進に向けた取組状況
の報告がされ、定期航路を支えるためのサハリン側の
協力も必要との発言がありました。加えて、今年もユ
ジノサハリンスク市で「道北物産展」が昨年に引き続
き開催することが報告されました。また、会議には在
ユジノサハリンスク日本国総領事館の今村総領事も出
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　7 月 23 日は、ユジノサハリンスク日本センターで
山本所長に、サハリンの現状と今後の北海道とサハリ
ンの交易の展望についてヒアリングを実施しました。
山本所長によると、サハリンの経済状況は良くない状
態であり、漁業や農業分野でも不振が続いているとの
ことでした。一方で、農業に関しては輸入に頼らない
ロシア連邦としての方針が固められたとの報告がされ
ました。サハリンでは鶏卵やジャガイモは足りている
が、それ以外の農作物や畜産品は不足しているとのこ
とでした。また、土壌が悪いせいで、飼料用の牧草が
年１回しか収穫できないため、牛乳や牛肉の生産効率
が悪く、そのために加工分野にも原料が回せない悪循
環に陥っているそうです。他方、交易については、人
口が約 50 万人のサハリン州では、サハリンエンドの
貨物を見出すことが難しいこと、日本製品は価格より
も輸出ロジが確立されていないことから、在庫不足が
生じてもすぐに補充される中国製品に負けてしまう現
状が話されました。
　7 月 23 日午後にはウラジオストク市に移動し、24
日にウラジオストク日本センター、FEMRI（極東海運
調査研究所）、沿海地方行政府、FESCO にヒアリン
グを実施しました。まず、ウラジオストク日本センター
河原所長からは、先進発展地区と自由港制度を中心に
話を聞きました。先進発展地区とは、地域経済の発展・
GDP 増加・生活の質の向上を目的とした経済特区の
ようなものです。これにより、沿海地方では複合加工
産業、先進科学・中性子治療、港湾整備、石油化学コ
ンプレクス、砕氷船造船所など様々なプロジェクトが
計画されています。自由港制度とは、税金減額措置、
各種手続きの簡素化・迅速化、査証優遇措置が認めら
れる地域を指します。これは 2015 年 10 月 12 日に発
効予定となっています。また、沿海地方で計画が進ん
でいた LNG 基地の整備は、ロシア政府がサハリン２
のパイプライン強化を優先させたため、優先リストか
ら削除された経緯の説明もありました。
　FEMRI（極東海運調査研究所）では、北極海航路、
自由港制度、北海道との物流展開について話を聞きま
した。FEMRI は、北東アジアのロジスティック研究、
マーケティング調査、船舶会社へのアドバイザーサー
ビスなどを手掛けており、日本の民間研究機関や韓国・
中国の鉄道交通関係の研究所と提携をしています。ま
ず北極海航路については、同航路はホルムスク港とカ
ムチャツカ港が起終点となっており、ハブ港としての
機能が必要であるが、現状では機能が不足しているた
め、近隣の港で補完する必要があるとの見解が示され

ました。FENRI は、補完港としてウラジオストク港
が候補となると考えており、一方では日本や韓国・中
国の港がその役割を果たしてもいいとの考えも持って
いました。これは、欧州～東アジアの物流ルートとし
て、スエズ運河ルート、シベリアランドブリッジ、ユー
ラシア大陸の内陸部のルート、同大陸南部ルートに加
えて北極海航路が機能することで物流バランスが取れ
ており、各ルートの維持が重要であると考えているた
めだそうです。

　なお、同航路を通年運用するためには、上位のアイ
スクラス船（砕氷性能または耐氷性能）が必要ですが、
この船は建設コストが高く、隻数が少ないそうです。
そのため、現在は上位クラスの船が不要となる氷の少
ない時期で運航しているそうで、効率は決して良くな
いとのことです。しかし、スエズ運河ルートよりも短
距離・短時間での輸送が可能であることからメリット
は大きいそうです。ところで、昨年度の貨物状況です
が、全体量としては対 13 年比２％増となりました。
その内訳は下図のとおり、サベッタという港で 735 千
トン増と大きく増大している一方で、トランジット貨
物が 902 千トン減という結果となっています。貨物内
訳はゼネラルカーゴが約６8％を占め、次いで石油製
品約 21％、石炭約６％となっています。
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　北極海航路の課題として安全確保が挙げられまし
た。これに対し、ロシアでは①氷の厚さを反映した海
図作成、②海洋緊急事態センター設立（医療設備とス
タッフも配置）、③人工衛星による氷と航行船舶のモ
ニタリング、④救急船利用も可能な砕氷船の建造、⑤
タンカー船の救急利用を可とする運用を検討している
そうです。
　次に自由港については、自由港地区を経由してロシ
アや中国北東部向けの貨物を日本から輸出すること
で、通関手続きのワンストップサービスを受けられる
など輸送面においてこれまでより改善されるそうで
す。
　北海道との物流展開については、フェリー就航が重
要との見解を示しました。これは、貨物だけでなく、
人とりわけ観光客が航路を維持するのに必要だと考え
ているそうです。FEMRI は、このほかに日本の研究
機関と共同で水産物の輸送について検討しているそう
で、今後も定期的な情報交換が必要と感じました。
　次に沿海地方行政府でヒアリングを行いました。こ
の行政府は、日本でいう都道府県庁のようなものです。
主に自由港地区について発言がありました。自由港地
区では、この地区から入国すると 8 日間の滞在ビザが
発行れるほか、通関手続きがワンストップサービス化、
検問所の 24 時間受付、トランジット手続き簡素化な
ど、各種手続きに関することや、同地区内では資産税
や土地税が最初の 5 年間が免税であったり、例えば外
国の医療機関が同地区内に医療施設を設置した場合、
医療機関所属国の法律の下で活動ができるなど、外国
資本の進出に有利な条件などが紹介されました。この
ほか、沿海地方でのプロジェクトも紹介され、今年中
にカジノゾーンがオープンさせたり、大型客船バース
の整備などにより、更なる観光客の増加を見込んでい
るとのことでした。
　 最 後 は FESCO で ヒ ア リ ン グ を 実 施 し ま し た。
FSCO はロシア極東における大手輸送会社です。ここ
では、北海道あるいは日本との貨物輸送に関して話を

聞きました。FSCO はこれまで数回にわたり、北海道
とサハリン及びロシア極東地域との定期航路開設に向
けて試験輸送を実施していました。しかし、いずれも
定期化には至らなかったようです。原因は貨物が集ま
らなかったためです。貨物が集まらない原因について
FESCO は、港の数が多すぎて貨物が分散してしまっ
ていること、日本企業の生産拠点が海外に移ってしま
い、本来日本から輸出されるべき物が無いことを指摘
していました。しかし、近年は日本の新車や食料品の
需要があるため、会社としても日本との物流には注目
しているようです。日本の新車は性能と価格が合って
おり、一方、現地では日本食レストランが増えてきて
おり、日本食材へのニーズもあることが背景にあるよ
うです。また、同社は港に冷蔵施設を有していること
から、生鮮品への対応も可能とのことでした。これに、
前述の自由港制度を上手く組み合わせれば、ロシア極
東地域だけでなく、ロシア内陸部やモスクワ方面、中
国北東部等への販路拡大も可能性として出てくるかも
しれません。
　おわりに、今回の出張では、フェリーの重要性が言
われており、物流だけでなく人流（観光）にも目を向け
る必要があると感じるとともに、自由港制度や北極海
航路、現地の需要の把握も含め、個々の組織がバラバ
ラに動くのではなく、例えばオール北海道で継続性を
持って情報収集や PR を進めることが必要だと思いま
した。本報告は、サハリンとロシア極東地域の現状と
考え方の一部を示したに過ぎません、今後の対ロシア
を考える上で参考となれば幸いであり、今後、北海道
とロシアの交流が益々活発化していくことを切に願い
ます。


